
タイトル：宇治市立東宇治中学校の生徒が、カナダご出身者とお茶で交流しました！ 

 

きょうとまるごとお茶の博覧会実行委員会事務局です。 

 

今回は令和７年９月１３日(土)に、宇治市立東宇治中学校の生徒が、カナダ出身の方をお茶でおもてなし

した様子をレポートします！ 

 

おもてなしを担当したのは、ちょボラ本部（地域学校協働本部）に参加している東宇治中学校の生徒と、 

学校の卒業生、取組をサポートしてくださる地域の方々です。 

 

留学生の方や、東宇治中学校で英語を教えてくださる AET の先生など、 

３名のカナダ出身の方々をおもてなししました。 

 

まず、生徒の皆さんが日本語と英語、両方使って 

この日のプログラムについて説明してくれました。 

 

 

教室の前には、大迫力の滝が！！ 

交流のために、生徒や先生方、地域の皆さんが 

協力して制作されたそうです。 

 

 

滝以外にも京都らしさや和の心を感じることができるしつらえで学校内を飾っていたり、 

生徒の皆さんやゲストの方々が来ていた衣裳も古着の着物をリメイクして作ったりと、 

手作りの温かさを感じることができる工夫が色々なところで見られました         

 

お茶会では、まず、地域の老舗和菓子屋「稲房安兼
いなふさ やすかね

」さんのご指導のもと、 

生徒が作った水まんじゅうが提供されました。 

 

残暑が厳しい季節にぴったりの、とても涼やかなお菓子でした。 

 

お客さまの目の前で生徒が点てたお茶に、 

参加されたカナダの方々からは、 

「とてもおいしいです！」と笑顔がこぼれました       

 

お点前・お運び、お菓子やお茶に関する説明から、 

この日のためにしっかり準備してきたことが 

伝わりました。 

 

 



お茶会の後、カナダ出身の皆さんから、 

カナダに関するお話を中心に、色々なことを教えていただきました。 

 

お話を聞いた生徒の皆さんからは「知らなかった！」「すごい！」など様々な声があがっていました   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後は、折り紙とけん玉を生徒がレクチャーしながら、 

体験していただきました。 

 

英語を使って一生懸命説明する生徒の皆さんと、 

説明を聞きながら初めて体験するけん玉や折り紙に 

熱心に取り組むカナダの皆さんが一緒になって、 

楽しい時間を共有している姿が印象的でした       

 

 

 

最後は生徒とお客さま、 

サポートしてくださった先生や地域の皆さんで記念撮影         

素敵な交流をありがとうございました！ 


